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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公表番号】特表2012-502603(P2012-502603A)
【公表日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-004
【出願番号】特願2011-525372(P2011-525372)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｇ   1/06     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｇ   1/06    ６０１Ｒ
   Ｇ０２Ｂ   6/00    ３５１　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月26日(2012.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブル要素（５）をケーブルダクト（１）内のケーブルパイプ（２）から引出す引出
方法であって、前記ケーブル要素（５）を挟持装置（１３）により挟持して、張力（Ｆ）
を前記ケーブル要素（５）に付与して、前記ケーブル要素（５）を前記ケーブルパイプ（
２）から引出し、それとともに前記ケーブル要素（５）を前記ケーブルダクト（１）内部
において挟持し、前記ケーブル要素（５）を前記挟持装置（１３）により挟持した後に、
前記ケーブル要素（５）の長手方向において前記ケーブル要素（５）を前記ケーブルパイ
プ（２）から或る部分（Δｘ）だけ引張ることによって前記ケーブル要素（５）を前記ケ
ーブルパイプ（２）から段階的に引出し、次いで前記挟持装置（１３）を開放するととも
に前記挟持装置（１３）を前記ケーブルパイプ（２）の方向に前記部分（Δｘ）だけ戻し
て、前記ケーブル要素（５）を再び挟持して前記ケーブル要素（５）を前記部分（Δｘ）
だけ引出す、引出方法において、前記挟持装置（１３）を前記部分だけスキッド（１２）
において平行移動の態様で移動させることを特徴とする、引出方法。
【請求項２】
　前記ケーブルパイプ（２）から引出した前記ケーブル要素（５）を前記ケーブルダクト
（１）から案内して巻上げることを特徴とする、請求項１に記載の引出方法。
【請求項３】
　前記ケーブルパイプ（２）から引出した前記ケーブル要素（５）を切断することを特徴
とする、請求項１または２に記載の引出方法。
【請求項４】
　溶剤を前記ケーブルパイプ（２）内に供給することを特徴とする、請求項１～３のいず
れか１項に記載の引出方法。
【請求項５】
　前記溶剤を霧状にして前記ケーブルパイプ（２）内に吹入れることを特徴とする、請求
項４に記載の引出方法。
【請求項６】
　前記ケーブル要素（５）を前記ケーブルパイプ（２）から段階的に引張った後に、前記
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ケーブル要素（５）を前記ケーブルパイプ（２）から連続的に引出すことを特徴とする、
請求項１～５のいずれか１項に記載の引出方法。
【請求項７】
　前記ケーブル要素（５）を流体圧的に挟持することを特徴とする、請求項１～６のいず
れか１項に記載の引出方法。
【請求項８】
　ケーブル要素（５）をケーブルダクト（１）内のケーブルパイプ（２）から引出す引出
装置（１０）であって、前記ケーブル要素（５）を挟持する挟持装置（１３）と、前記ケ
ーブル要素（５）を前記ケーブルパイプ（２）から引出す張力（Ｆ）を前記ケーブル要素
（５）に付与する張力付与装置（８）とを備えた引出装置（１０）において、
　前記挟持装置（１３）はスキッド（１２）に配列されており、該スキッド（１２）は、
基部（１１）において平行移動の態様で移動するように前記ケーブル要素（５）の長手方
向に配列されており、
　前記基部（１１）と前記スキッド（１２）との間に配列される少なくとも１つの駆動ユ
ニット（１６）を介して前記ケーブル要素（５）に張力（Ｆ）を付与する前記張力付与装
置（８）が設けられていて、前記基部（１１）に対する前記スキッド（１２）の平行移動
をもたらすとともに、
　前記基部（１１）が、前記ケーブルパイプ（２）を包囲する前記ケーブルダクト（１）
の壁部（１５）に対して固定されるように形成されることを特徴とする、引出装置（１０
）。
【請求項９】
　前記挟持装置（１３）が前記スキッド（１２）に解放可能に接続されることを特徴とす
る、請求項８に記載の引出装置（１０）。
【請求項１０】
　前記ケーブルパイプ（２）の端部に配列されるようになるアダプタ（１４）が、前記基
部（１１）に配列されることを特徴とする、請求項８または９に記載の引出装置（１０）
。
【請求項１１】
　前記アダプタ（１４）が回転対称に形成されることを特徴とする、請求項１０に記載の
引出装置（１０）。
【請求項１２】
　前記挟持装置（１３）が少なくとも１つの流体圧式シリンダ（２０）を備えることを特
徴とする、請求項８～１１のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【請求項１３】
　前記挟持装置（１３）が、或るプロフィルを有する２つの挟持プレート（２３）を備え
ることを特徴とする、請求項８～１２のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【請求項１４】
　前記基部（１１）に対する前記スキッド（１２）の平行移動をもたらす前記駆動ユニッ
ト（１６）が、少なくとも１つの流体圧式シリンダ（１９）により形成されることを特徴
とする、請求項８～１３のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【請求項１５】
　前記流体圧式シリンダ（１９，２０）が操作要素に接続されることを特徴とする、請求
項１２～１４のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【請求項１６】
　前記基部（１１）が２つの平行トラック（１７）により形成され、これら２つの平行ト
ラック（１７）の間において、前記ケーブルパイプ（２）から引出されるべき前記ケーブ
ル要素（５）が配列されうることを特徴とする、請求項８～１５のいずれか１項に記載の
引出装置（１０）。
【請求項１７】
　溶剤を前記ケーブルパイプ（２）内に供給する供給デバイスが付与されることを特徴と



(3) JP 2012-502603 A5 2012.8.16

する、請求項８～１６のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【請求項１８】
　前記溶剤が脂肪酸メチルエステルにより構成されることを特徴とする、請求項１７に記
載の引出装置（１０）。
【請求項１９】
　支持要素（２２）または該支持要素（２２）を取付ける取付デバイス（２１）が、前記
基部（１１）において付与されることを特徴とする、請求項８～１８のいずれか１項に記
載の引出装置（１０）。
【請求項２０】
　前記スキッド（１２）に接続可能な前記ケーブル要素（５）を連続的に引出す連続引出
装置が付与されることを特徴とする、請求項８～１９のいずれか１項に記載の引出装置（
１０）。
【請求項２１】
　前記ケーブル要素（５）を切断する切断手段が付与されることを特徴とする、請求項８
～２０のいずれか１項に記載の引出装置（１０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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